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Abstract
   This paper explores the question of possession presented by Louisa 
May Alcott’s “My Contraband” （1863）. Set in a Union hospital during 
the Civil War, the story depicts the first person narrator and nurse Faith 
Dane’s relationships with Robert, contraband, and Ned Fairfax, Robert’s 
half-brother and Confederate captain. Although the story was originally 
entitled “My Contraband” by the author, it was published as “The Broth-
ers” in The Atlantic Monthly at its editors’ request. The story thus evokes 
two types of questions in terms of possession. The first is the question of 
the author’s possession of her work as artistic expression, which arises 
from the title change, and the second is the question of possession that 
the Civil-War era meaning of the word “contraband” provokes: a chattel 
slave that has passed into the possession of the Union. “The Brothers” 
foregrounds male bonds within the story, as well as among the maga-
zine’s editors. By using her own title “My Contraband,” however, Alcott 
reclaims not only her authority as the author but also the centrality of the 
female narrator and her relationship with Robert that crosses the lines of 
gender and race. However, the title also suggests the logic of slavery that 
the ambiguity of the word “contraband” entails.
　Little Women（1868-69）の作者として知られる LouisaMayAlcott（1832-
88）に、子供向けの作品だけでなく、匿名または筆名で発表された“thriller”
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これは後に詳しく見るように、1861 年 4 月の南北戦争開戦からまもない
特異な状況下で生まれた新しい語意である。一方、この作品が同時代の代




















　国際法で定められた戦時禁制品とは、交戦中の A 国と B 国、中立国 C













































が凄惨の度合いを増す中、大統領リンカーンが 1862 年 9 月の予備宣言を
経て翌年 1 月 1 日に正式に布告した奴隷解放宣言は、境界州の奴隷制度を
維持しつつも南部諸州の奴隷は自由としたため、北軍側に渡った奴隷を「コ
ントラバンド」と呼ぶ方便も無用となったはずだった。その意味でコント












誌 1862 年 7 月号掲載のスケッチ “ChieflyaboutWar-Matters” で、同年春
の首都ワシントン訪問中に見かけた “apartyofContrabands” について記
述しつつ浮き彫りにしている。








































しかし 9 月 29 日の手紙では、“I’veanotherstoryforFieldsnearlydone










。実際この 8 月には、MaryE.Dodge の “OurContra-























を夫に選ぶ “Debby’sDebut” を採用するが、この作品の掲載は 63 年 8 月
まで先送りされる（Journals101-02）。その説明を補うかのように、戦争が





72）。62 年 5 月の日記には、フィールズに “Sticktoyourteaching;you
can’twrite” と作家としての才能を否定され、“Iwon’t teach;andIcan
write,andI’llproveit” と啖呵を切るオルコットの姿がある（Journals109）。

























付き添われて 1 月 21 日にワシントンを離れ、瀕死の状態で自宅に戻る。
数週間の譫妄を経て回復が見え始めた 4 月、“feltasifbornagain” と生ま
れ変わったかのように感じるオルコットに、FranklinB.Sanborn と Mon-
cureDanielConway は、彼らの編集するボストンの奴隷制度廃止論者の
























































































































































































戦場にいる友人たち― 第 54 連隊でショーとともに戦うことになる
















































































という語の解釈については McPherson,esp.350-58 および Masur,esp.1050-
56 を参照。南北戦争期のコントラバンド表象とその文化的意義については
Masur および McWilliam を参照。Masur と McWilliam は、オルコットの “My
Contraband” についても考察しているが、いずれも同時代の白人作家による
コントラバンド表象の代表的な一例としてこの作品を扱っている。本稿は、







6 ）　以下、伝記的背景については Elbert、Matteson も参照。
7 ）　Journals124、 注 31 参 照。 た だ し、 こ の 注 は “MyContraband;or, the
Brothers” を作品の当初のタイトルとしている点で注意を要する。Howard






54 連隊の記述は大きく削除され、部隊名も第 44 連隊と誤って記載されている。
スタインローター自身も、この一節を物語の「脱線」と捉え、その “regional
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